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３）地区活動報告  

1) 令和６年度（２ ０２４ 年度）  地区活動報告  

 

4) 各地区  所有物品  一覧  

教材・物品 
保有数 

備考 
北 中央 南 

胎児ちゃん 
おくるみ 2  2   手作り感のあるものもあり補修し

ながら使用 袋 2  2   

胎児人形セット 

3 ヶ月 2  1  2  

  

4 ヶ月 1  1  2  

5 ヶ月 2  1  2  

7 ヶ月 1  1  2  

8 ヶ月 2  1  2  

10 ヶ月 2  2  2  

粘土胎児人形 3 ヶ月 2    12個×2セット 

胎児用ドップラー  2  2  2  ゼリーは並木クリニックより寄付 

妊婦ジャケット   2  1 2020年度購入 

模擬子宮  1  1  2 県南：１個は毛布で作成 

うまれーる 

はさみ  2     

胎児変身スーツ  3    

敷物  4    

紙芝居 
紙芝居  1  1    

スタンド  1  1  

絵本   1  1  1  
「うまれてきてありがとう」CD

付 

テニスボール    3     

CD    1   ※産声 胎児心音 

パネルなどの掲示 
第二次性徴 1  1   ※手作り 

   2 ※背面が全面磁石のものは重く使用していない 

助産師会 ビブス（ピンク）  20 ※２０２３年度購入 

助産師会 のぼり  ２ ※いいお産の日イベント使用 
 

※ 包括的性教育（未就学児）で使用する胎児人形と絵本などの教材一式 本部に申し込み アトリエマザーより寄付 

 月 日 場 所 内     容 人数 

県

北 

１０月１２日 
北秋田市民ふれあい

プラザコムコム 

講師による実践型の育児支援講座 

「赤ちゃんの栄養と育児支援」講座 
１５人 

１１月２日 Wawawa de 子育て いいお産の日企画 １５人 

中

央 

７月２０日 遊学舎 中央地区総会 ５人 

１１月４日 
秋田県中央地区 

老人福祉総合エリア 
あきたマママルシェ  ブース参加 ４人 

１２月１５日 センタース 第１回研修会「ブロック研修伝達講習会」 ７人 

令和７年３月８日 遊学舎 第２回研修会「おくるみ ちくちく会」 ７人 

県

南 

７月１２日 横手市さかえ館 県南地区総会 １２名 

７月１７日 雄勝中学校 みんなで子育て街の保育園 ２名 

９月５日 横手市 ワイワイプラザ 地区研修会 ７名 

１１月３日 イオンモール大曲 

湯沢市役所 

いいお産の日 イベント 

ゆざわ子育て まるっと応援 day  

情報展示コーナーへ参加(活動紹介) 

１１名 

１１月７日 湯沢市役所 保健師・助産師会合同研修 

「近年の妊産婦のメンタルヘルスの傾向とその支援」  

講師：雄勝中央病院 産婦人科 椿洋光先生 

７名 



５）各委員会活動  報告   

（１） 子育て女性健康支援センター事業  

１．1年間の各相談件数（実数） 令和６年度 ２月末   

電話（件） 来所（件） 訪問（件） 
メール

（件） 
その他 合計 

 

３７ 0 ０ ８ ８９ １３４ 

 
       

問題解決困難な事例件数         （件） 

注意）相談で病的な状況に移行しやすいようなもの、虐待や虐待に移行する恐れのあり

そうなものなど問題解決困難と思われる症例、あるいは社会的問題で（経済的、家族の

問題、シングルマザーなど）他機関との連携が必要だったり、継続的フォローが必要な

症例など、また来所や訪問などで無料で実施している内容の場合もカウントしてくださ

い｡ 

０ 

 

 

 

報告書２  

健康教育活動  実施報告書  

 対象者 
実施回数（回）  

県 北 中 央 県 南 合 計 

就学前の子ども     

小学生 ２１＋５ １７ １２ ５５ 

中学生 ０＋１０ ８＋９ ３ ３０ 

高校生 ０＋６ ２＋３ ２ １３ 

保護者     

教員     

その他  １８＋０＋１  １９ 

総合計 ４２ ５８ １７ １１７ 

 

※ 教材費は   ４２０００円＋６３５００円＋３４０００円 ＝ １３９５００円 

※ １２校は、助産師会への依頼があり、担当地区の開業助産師が助産師会の教材を使用しないで      

担当して実施した。 

※   その他は 個人に依頼があり、教材の一部を使用して開催した。（教材費５００円） 

 
 



（２）災害対策委員会 

防災訓練実施日：令和６年１０月２８日（月）１０時 

１．地区会員数 

 

 

２．安否確認    県北・県中央：全員確認    県南： 1人確認取れず 

 

３．安否確認方法  県北・県中央： 電話 LINE      県南：LINE ショートメール 

 

４．災害メール確認時間  県北：１０：０３    県中央：１０：００        県南：１０；０１ 

  安否まで要した時間   県北：９時間    県中央：１１時間４２分    県南：２８時間５０分 

 

訓練に際して工夫した点・問題点・今後の課題 

県中央；・助産師会退会した方がグループラインから退出していなかったため、最終確認に少々時間がかかった。そのため、

助産師会から退会した方は、グループラインから退出していただき、人数把握をスムーズにしていく必要があるの

ではないかと感じた。 

県 北： グループラインに入っている方からは１７時までに全員安否確認が出来た。グループラインに入っていない方につ 

いては勤務終了後に電話で確認できた。特に不都合等なく終了したと思う。今後も継続していきたい。 

県 南： ①工夫した点として、事前に10月28日10時ころ、災害訓練がある旨を県南地区グループラインにて周知した。 

②困った点として、今回のように 24 時間経過しても安否確認できない会員がいた場合、次の行動としてどうすべ

きか悩む。例）本人からの連絡をいつまで待つか、など。 

③現在、学生の実習期間中であり学院と実習病院との行き来が多く、地区長のわたしが訓練のライン等を流すの

が困難であった。そのため、地区の災害委員に協力を仰ぎラインを流してもらった。その点はよかったが、病院内

だと電波が悪く、ラインの送受信ができないため会員の安否確認をするのが実習終了後学院に到着してから

の 17時頃と遅くなった。 

④県南地区の会員名簿等が手元に無かったこと、ラインだとアイコンに本名を載せていない方もおり、確認が難し

かった。会員名簿については直前に古田さんに連絡して入手したが、本来であれば地区長交代時の引き継ぎの

際に名簿についても引き継ぎが必要だと感じた。 

 

編集後記 

 各支部の反省点を踏まえて、今後の災害訓練を見直す必要あり。 

 今年は線状降水帯で夏頃に実際の安否確認もできたりしていたが、各個人常日頃意識をもつ必要があると 

思われた。                                      菅原 

 

 

 

 

県中央 県北 県南 合計 

３４ １４ ３４ ８２ 



（３）安全対策委員会  

◎佐藤由紀（中央）佐々木恵美（北）畑澤菜穂子（南）古田由美子（会長） 

各地区担当者と安全対策委員会の報告書と産後ケア安全対策マニュアル（案）について 

メールで共有し、産後ケアに関わっている方と意見交換して内容を精査したい。 

１．日本助産師会 安全対策委員会 に 佐々木と古田 2名で参加  

日時：2025年 2月 1日（土）14：00～16：00 

場 所：ZOOMによるオンライン配信 

対 象：都道府県助産師会において安全対策に関わる役割を担う方、１都道府県あたり 1～3名程度 

参加状況：46都道府県より 102名［前年比：+1都道府県／+10名］ ※事前申込み 47都道府県 107名 

 

内訳１：所属助産師会における役割別（主たる役割） 

安全対策委員 43 名[42.2％]／理事役員 22 名[21.6％]／勤務部会長 0 名／助産所部会長 11 名[10.8％]保健

指導部会長 5名[4.9％]／その他 8名[7.8％]／本会委員・理事・部会長 13名[12.7%] 

 

内訳 2：所属部会別 

勤務助産師 20名（19.6％）助産所 47名（46.1％）保健指導 35名（34.3％） 

内 容： 

１）日本助産師会安全対策小委員会活動報告・2024年度助産師業務安全管理評価表実施報告 

２）各都道府県安全対策委員会の活動状況（事前アンケート結果報告） 

３）都道府県助産師会より話題提供「今年度の助産師業務安全管理評価表の実施について」 

４）グループディスカッション 

「助産師業務安全管理評価表の実施を踏まえ、今後の安全管理の取組みに活かそう」 

 

２．産後ケア安全対策マニュアル（案） 別紙参照  

 

 

 

 

 

 

 



（４）いいお産の日イベント 

《テーマ》あなたに寄り添いつづけたい 

《目 的》助産師の役割と活動をアピールし、地域保健活動を実践する 

《日 時》2024 年 11 月３日（日） 午前 10 時～午後３時 

《場 所》イオンモール大曲１階 

《対 象》妊婦とその家族、妊娠前や子育て中の女性とその家族、助産師に関心のある方 

《会員協力人数》【会員】11 名 

【県南】鎌田奈都子、高橋智恵美、小原静流、小山田きよみ、赤平敏子、後藤和枝、 

竹内恵理子、谷口久美子、永沢真紀子、高校生ボランティア２名 

【中央】古田由美子、尾留川公子 

《イベント内容》 

１ 妊婦体験 

 ・妊婦ジャケットを着て妊婦体験する 

２ 出産体験 

 ・いのちの出前講座で使用している産道にみたてたトンネルをくぐり、出産体験をする 

３ 紙芝居 

・「生まれてきてくれてありがとう」 

４ 助産師体験＋胎児、新生児人形 

・子どもが白衣を着て胎児人形や新生児人形の抱っこ体験をする 

・月数ごとの胎児人形を展示し、大人（親）も抱っこ体験する 

５ 産後ケア紹介 

 ・大仙市の産前産後ケアハウス poco a poco の紹介 

６ 健康相談 

・女性の心と身体の相談 

７ ワークショップ 

 ・マタニティマーク作り 

 ・授乳時に使用するストラップ作り 

８ 助産師の歴史 

 ・助産師とは 

 ・助産師が職業として成り立った歴史 

 ・助産師への道のり 

 

《参加人数》 

①妊婦体験：【大人】41 名 【子ども】28 名 

②出産体験：【大人】２名  【子ども】26 名 

③紙芝居 ：午前【大人】12 名 【子ども】７名／午後【大人】８名 【子ども】７名 

④助産師体験：【大人】63 名 【子ども】52 名 

⑤産後ケア紹介： 

【妊婦】15 名 【～６か月児】９名 【６か月～１歳児】３名 【１歳児】９名 【その他】３名 

⑥健康相談：【大人】６名（血圧測定：５名、更年期症状：１名） 

⑦ワークショップ：31 名 

⑧助産師の歴史：２名（高校生１名、小学校４年生１名） 

 



《参加者の感想》 

・通院している病院では母親・両親学級が再開していないため、今日夫に妊婦体験してもらってよかった。 

妊婦の大変さがわかったと思う。 

・わたしの職業（助産師）を知ってもらいたかったのと、性教育の入り口になると思って子ども（小学校低学

年男児）を連れてきてみた。久しぶりに助産師の仕事を実感できたし、子どもに伝えられてよかった。 

・胎児人形を抱っこしてみて、子どもたちもこんなに小さかったんだな、と思った。 

・助産師志望なので、助産師になるための方法や助産学校のこと、助産師のことについて具体的に知ることが 

できてよかった。 

・出産時、お世話になった助産師に会うことができて嬉しかった。 

 

《スタッフ感想》 

・最初は参加者が集まるか心配だったが、いざ開催してみると多くの方に立ち寄っていただくことができ、 

ほっとした。 

・借りたスペースの隣が映画の紹介スペースとして使用されており、思ったより狭かったため、展示するのに

工夫が必要であった。産道にみたてたトンネルをくぐる出産体験では、小さい子がハイハイしたり、また乳

幼児を連れて来てくれた方の中にはバギーを使用している方も多かったため、転んだりつまずくことのない

よう配慮が必要であった。 

・産前産後ケアについて知りたい、と来てくれた妊婦や産後の女性が多くいた。パンフレットや作成した動

画、実際のケアについて説明したり、育児相談を受ける場面もあった。産前産後ケアについての認識が広ま 

り、関心が高まっていることを実感した。 

・インスタグラム、配布したチラシなどを見て参加してくれた方も多く、周知・宣伝方法の重要性を実感し

た。たまたま大曲イオンに寄って助産師会の“のぼり”をみて参加してくれた方もいた。 

・助産師の歴史紹介コーナーでは立ち止まって注視する方はほとんど居なかったが、助産師志望の小学生・高

校生がおり、作成したＰＰをみてくれた。進路相談も受けたことから、助産師に興味・関心を持ってくれる

学生を対象に、今後もいいお産の日のイベントでは助産師の紹介コーナーを続けるとよいと感じた。 

・健康相談コーナーで１名更年期症状について相談があった。クリニックに通院中だが、クリニックの医師や

助産師に相談しにくく、今回チラシをみて助産師に相談したいと思い立ち寄ったとのことであった。助産師

に直接相談したい、話したいと考えている女性もおり、今後も積極的に助産師会や助産師の存在をアピール

していきたいと思った。 

 

《決算》 

【県決済】 

 チラシ印刷費        ￥1,600 

 郵送通信費         ￥1,080 

 材料費           ￥3,800 

 クリーニング代       ￥1,788 

 人件費（交通費・日当）   ￥35,720 

計                ￥43,988 

 

【県南地区決済】  

 昼食代（13 名分） ￥6,500 

 



（６）母子保健コーディネーター研修会事業 

１ 委託元 秋田県 

 

２ 委託費 ５５０，０００円（決算額 ５５０，０３７円） 

 

３ 内 容 

１）目 的  母と子の健康づくりや子どもの健やかな成長を地域で支援する体制を強化するため、 

母子保健従事者や地域で活動する支援者等の知識や技術の向上を図る。 

 

２）対象者  母子保健に携わる関係者等 

 

３）結 果 

  ＜第１回＞  

日 時 令和６年１０月２日（水）１３：００～１６：００  

会 場 秋田県ゆとり生活創造センター 遊学舎 会議室 

参加者 ４４名（申し込み者 ４９名 当日欠席者 ５名） 

内 容 周産期のメンタルヘルスケア～精神科医師の立場から～ 

       医療法人慧眞会 協和病院 精神科医師 面川真由先生による、周産期における 

メンタルヘルスケアの基本的な知識及び県内の精神科医療の現状についての講義及 

び秋田県助産師会 会長 古田由美子による事例検討形式での研修であった。精神 

的な問題を抱えている妊産婦に接している参加者も多く、活発な質疑応答、意見交 

換がみられた。 

 

  ＜第２回＞ 

日 時 令和６年１１月２２日（金）１３：００～１６：００ 

会 場 秋田県ゆとり生活創造センター 遊学舎 会議室 

参加者 ２５名（申し込み者 ３４名 当日欠席者 ９名） 

内 容 支援者のメンタルヘルスケア 

       青葉カウンセリングオフィス 臨床心理士・公認心理師 用末涼子先生による講義形式で

の研修であった。グループワークが多用され、自身のことを振り返る活発な意見交換がみら

れた。 

 

＊２回とも、終了時アンケート結果は概ね良好であった。 

 

 

 

 

 



（7）プレママ・プレパパ教室・交流会 事業 

  １．第 1回 プレママ・プレパパ教室 （妊娠～出産編）  リーダー：遠藤知子 

日 時 令和６年 10月 14日 13時～16時  

場 所 遊学舎 研修室 1  

参加者  １３組  欠席 １組 

内 容 1） 妊娠中のおなかの赤ちゃんについて  

2） 妊娠生活を楽しむための心と身体の整え方  

3） 出産のイメージができる助産師一座による「お産劇」  

4） 妊婦体験ジャケットの着用・赤ちゃんのお風呂（終了後に体験可能）や個別相談  

所 感  ママ・パパの殆どが「知りたかったことはよくわかりましたか」の問いに「できた」 

「だいたい」と回答していた。今回、初めて「お産劇」を試みたが「リアルで分かりやす 

かった」との回答もあり、出産のイメージづくりに繋がったと感じた。妊婦体験ジャケット

の着用や沐浴の体験は、助産師との交流にもなり参加者の表情や反応も明るかった。会場は

狭かったが、椅子や人形の配置を工夫したことで問題なく開催することができた。 

  ２． 第 2回 プレママ・プレパパ教室（育児編）     リーダー：武石万里子  

日 時 令和６年 11月 23日 13時～16時  

場 所 遊学舎 研修室４  

参加者 １２組 

内 容 １）産後劇とお互いの脳を知って産後に備えようミニ講話  

２）赤ちゃんを迎える準備～妊娠中・お産後の 1日、手放しワーク、私の心地いい 10 

のこと、育児用品  

３) 母乳育児のすすめ～5つのコツを説明し、赤ちゃん人形とおっぱいモデルを使って 

実演  

４) 待ち時間を利用して授乳ひもを作る体験  

５) 沐浴体験・妊婦体験・個別相談  

所 感  1 回目より会場が広く、見えにくいことも考えられたため、机の配置を工夫した。劇は

声が聞こえづらかったのでマイクを使用すればよかった。リハーサルがナレーションと

産婦役としかできなかったので、もう少し改善が必要だった。  

講座中はうなずきながら聞く方も多く、実演・実技もあったため飽きることなく参加で

きたのではないかと思う。夫婦でのワークは話し合いながら進める姿が見られた。概ね

満足度の高い感想を頂けた。  

沐浴体験の待ち時間に授乳ストラップを作ることができたので、体験が充実していた。 

 

３．プレママ・プレパパ教室終了者交流会 

   日 時 令和７年３月２２日 １４時～１５時 

   場 所 秋田市中央サービスセンター 音楽室 

   参加者 4組 

   内 容 体重測定  育児相談 

       ママとパパに分かれて交流した。話が弾んでいて楽しそうだった。 

 

 

 

 



６）  2024 年度  関係団体との活動状況  

会議名  月日 時間  役員  

秋田県小児保健会 理事会 

秋田県小児保健会 総会 
２０２４年１０月１９日 欠 席 古田由美子 

秋田市男女共生推進会議 
２０２４年５月３０日 

２０２５年２月７日 

１０時～１１時３０分 

１５時～１６時３０分 
古田由美子 

秋田県健康づくり審議会 

 母子保健分科会 
２０２５年３月７日 18時 30分～20時 古田由美子 

秋田市社会福祉審議会 ２０２４年５月２８日 １３時３０分～１７時 宮城智恵子 

秋田市社会福祉審議会  

児童専門部会 

秋田市子ども・子育て会議 

２０２５年２月３日 １３時３０分～１７時 宮城智恵子 

秋田市要保護児童対策地域協議会 

実務者会議 

２０２４年５月３１日 

２０２４年８月３１日 

２０２５年１月２９日 

１４時～１６時 

１４時～１６時 

１４時～１６時 

佐藤 由紀 

秋田市要保護児童対策地域協議会 

代表者会議 
２０２４年６月４日 １５時～１６時 古田 由美子 

秋田県医療事故調査等 

支援団体 連絡協議会 
２０２４年１２月１８日 欠 席 古田 由美子 

秋田母乳育児を支える会 

オンライン会議 

２０２４年４月２３日 

２０２４年５月３０日  

２０２４年６月２８日  

２０２４年７月１７日  

２０２４年８月２０日 

２０２４年９月１３日 

２０２４年１０月１９日  

２０２４年１１月１７日 

２０２４年１２月１９日 

２０２５年１月１９日 

２０２５年２月２７日 

２０２５年３月２５日 

１８時～１９時 

１８時～１９時 

１７：４５～１８：４５ 

１８時～１９時 

１８時～１９時 

１９時～２０時 

１７：３０～１８：１５ 

１１：３０～１２：３０ 

１７：３０～１８：３０ 

１７：１５～１８：１５ 

１７：４５～１８：４５ 

１７：４５～  

森 朋子 

湯沢市次世代育成支援対策地区 

協議会子ども子育て会議 

 ２０２４年１０月３１日 

 ２０２５年２月１３日 
 土田 香 

 

 



7）会員の動向 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４月１日 

会員数 
新規 転入 転出 

年度末 

退会 
物故 

令和元年度 2019年度 ７６ ２ ２ ０ ０ 0 

令和 2年度 2020年度 ８０ ３ １ ０ ２ 1 

令和 3年度 2021年度 ８１ ５ ２ ０ ４ 0 

令和 4年度 2022年度 ８４ ２ ０ ０ ５ 0 

令和 5年度 2023年度 ８１ ４ ０ ０ ２ 0 

令和６年度 2024年度 ８３ ０ ０ １ ９ ０ 

令和７年度 2025年度 73 1 1 ０  0 

地区別 内訳  2025.6.1 現在  

県 北 地 区 ： 13 名  
中 央 地 区 ： 30 名  

（ 転 入 １ 名 含 む ）  

県 南 地 区 ： 32 名  

（ 新 規 １ 名 含 む ）  

所属部会 内訳 2025.6.1 現在 

保 健 指 導 部 会 ： 15 名  勤 務 助 産 師 部 会 ： 59 名  助 産 所 部 会 ： 1 名  

年代別 内訳 2025.6.1 現在 

20 代 ： 1 名  30 代 ： 14 名  40 代 ： 27 名  

50 代 ： 17 名  60 代 ： 15 名  70 代 ： 1 名  

 

表 彰 者 

令和６年度（２０２４）家族計画会長 表彰  谷口久美子 

令和６年度（２０２４）母子保健推進会議 会長表彰  尾留川公子 

令和６年度（２０２４）秋田県看護 功労賞   成田和佳子 細谷由美子 後藤和枝 

令和６年度（２０２４）日本助産師会 会長表彰  宮野はるみ 



会計監査報告 

 

 



 

２）令和７年度（２０２５年度）事業計画（案）  

 

1. 研修事業・自主事業  

 子育て女性健康支援センター事業   

 産後ケア事業 

 いいお産の日  記念事業  （ 11 月 ）  県 北 地 区 担 当  

 プ レ マ マ ・ プ レ パ パ 教 室 の 開 催 （ ２ 回 開 催 ＋ 交 流 会 ）  

 研修事業 

➢ 産後ケア事業に関する研修会（仮） 

    日時：令和 7年 6月 7日（土）13時～15時 

    場所：遊学舎 研修室４ 

➢  母子保健コーディネーター研修事業（県委託による）    

2. 会議の開催   

 一 般 社 団 法 人  秋 田 県 助 産 師 会  通 常 総 会 （ 令 和 ７ 年６ 月 ７ 日 ）  

 各 部 会 集 会 （ 保 健 指 導 部 会 ・ 勤 務 助 産 師 部 会 ）  （ 通 常 総 会 後 ）  

 理 事 会  3 回 ／ 年    （６ 月 、 １ １ 月 、３ 月 ）  

 役 員 会  必 要 時    

 ３ 地 区 総 会  

 

３ .本部・他県との連携  

  本部  第 98 回通常総会・助産師学会  

     令和７年５月１５日～１７日  

 北海道・東北ブロック研修会   福島県で開催  

    令和７年１０月１８日～１９日   

 

４ .組織強化   

 非会員も含めた研修会開催・宣伝活動による秋田県助産師会の PR 

組織率 30％を目指す＝目標会員数   名  現在より   名増加目指す  

 秋田県助産師会ホームページを活用しての会員への情報提供の促進  

 

5.その他  

 各市町村・各関係団体との協力   


